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夏
目

漱
石

生
誕

150周
年

に
向
け
て

と
も
に
創
ろ
う

「
漱
石
山
房
」
記
念
館

東京フィルハーモニー
交響楽団コンサートマ
スター・荒井英治さんの
演奏もあります

　
区
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
参

画
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」

記
念
館
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、「
夏
目
漱
石
記

念
施
設
整
備
基
金
」
を
設
置
し
、

7月

1日

か

ら
寄
付
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
は
、
記
念
館
の
建
設
と

資
料
の
購
入
に
活
用
し
ま
す
。
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
寄
付
の
手
続
き
方
法
等
詳
し
く
は
、「
広
報
し

ん
じ
ゅ
く
」

7月

5日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
払
込
用
紙
を
、

7月

1

日

か
ら
文
化
観
光
課
（
本
庁
舎

1階
）・
特
別

出
張
所
・
区
立
図
書
館
等
で
配
布
し
ま
す
。

▼
寄
付
は
、
所
得
税
の
控
除
や
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
制
度
を
活
用
し
た
住
民
税
の
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

▼

10万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
は
、

館
内
に
設
置
す
る
銘
板
に
氏
名
・
団
体
名
等
を

記
載
し
ま
す
。

夏
目
漱
石
記
念
施
設

整
備
基
金
に
ご
協
力
を

7月

1日
か

ら
　

寄
付

を
募

集
し

ま
す

平成25年（2013年）

6 5
第 号

高齢者福祉サービスの

ご利用を

2 面 保育園・子ども園の産休・

育休明け入所予約

4・5 面

2069

　
新
宿
区
は
、
明
治
の
文
豪
・
夏
目
漱
石
が
生
ま
れ
育
ち
、
そ
の
生
涯

を
閉
じ
た
ま
ち
。

区
で
は
、
漱
石
生
誕

150周
年
の
平
成

29年
（

2
0
1
7年

）

2月
の

開
館
を
目
指
し
て
、（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

7月
1日


か
ら
募
集
す
る
「
夏
目
漱
石
記
念
施
設
整
備
基

金
」
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
初
の
本
格
的
な
漱
石
記

念
館
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
文
化
観
光
課
文
化
資
源
係
（
本
庁
舎

1階
）

（

5
2
7
3）

3
5
6
3・


（

3
2
0
9）

1
5
0
0へ

。

2017年 夏目漱石生誕150周年に向けて

新宿区夏目漱石記念施設整備プロジェクトVol.1

講演会とシンポジウム

夏目漱石と「現代を生きる」
ともに創ろう（仮称）「漱石山房」記念館

【日時】7月14日（日）午後2時開演（午後1時30分開場）

【会場】早稲田大学大隈記念講堂大講堂（西早稲田1―6―1）

漱
石
を
発
信
す
る
活
気
あ
る
記
念
館
に

　
漱
石
が
晩
年
の

9年
間
を
過
ご
し
、「
漱
石
山
房
」
と
呼
ば
れ
た
早
稲
田

南
町
の
旧
居
跡
に
、
記
念
館
を
整
備
し
ま
す
。

国
民
的
文
豪
で
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
知
識
人
で
も
あ
る
漱
石
を
多

様
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
、
地
域
に
も
開
か

れ
た
記
念
館
と
し
て
、
漱
石
山
房
の
「
土
地
の
記
憶
」
を
未
来
に
継
承
し
て

い
き
ま
す
。

記念館内に書斎・客間・

ベランダ式回廊など「漱石

山房」の一部を再現

常設展のほか企画展や

講座・イベントを開催し

漱石文学の世界を紹介

漱
石
山
房
の
再
現
展
示
（
イ
メ
ー
ジ
の
一
例
）

講演「漱石と現代」

【出演】姜尚中（政治学者・聖学院大学全学教授）

シンポジウム

「ともに創ろう（仮称）「漱石山房」記念館」

【出演】半藤一利（作家）

半藤末利子（エッセイスト・漱石の孫）

姜尚中

中島国彦（早稲田大学文学学術院教授）

牧村健一郎（朝日新聞社記者）

中山弘子（新宿区長）

【共催】早稲田大学　　　【後援】朝日新聞社

【申込み】はがきかファックス（記載例（3面参照）のほか希望人数

（5名まで）を記入）で、6月24日（必着）までに文化観光課文化資源係

（〒160-8484歌舞伎町1―4―1、本庁舎1階）（3209）1500へ。

定員1,100名。応募者多数の場合は抽選。

姜尚中（カン・サンジュン）

22

00

11

77年年

22月月

漱石に関する本を読みながら

ゆったりと過ごせる図書室や

カフェを設置

漱石公園
早稲田南町7

東東京京メメトトロロ東東西西線線
早早稲稲田田駅駅

●

●

榎町特別出張所

牛
込
保
健
セ
ン
タ
ー

外外
苑苑
東東
通通
りり

早早稲稲田田小小

夏夏
目目
坂坂

早早稲稲
田田通通
りり

●

●

★
★★

公園入口の漱石胸像（富永直樹作）

記記念念館館のの

イイメメーージジ

牛込第二中

（仮称）

8 面 特別区民税・都民税

税額決定・納税通知書を

お送りします

8 面 介護保険サービス利用料
の負担軽減・助成制度

夏夏
目目
漱漱
石石
とと
新新
宿宿
区区

　
漱
石
は
慶
応

3年
（

1
8
6
7

年
）

2月
に
牛
込
馬
場
下
横
町

（
現
在
の
喜
久
井
町
）
で
生
ま
れ
、

大
正

5年
（

1
9
1
6年

）

12月

に
早
稲
田
南
町
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
区
内
に
は
、
数
多
く
の

漱
石
ゆ
か
り
の
地
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
、
牛
込
周
辺
の

11か

町
を
治
め
る
名
主
だ
っ
た
夏
目

家
。
江
戸
が
東
京
に
な
っ
た
こ

ろ
、
漱
石
の
父
親
・
直
克
が
、
夏
目

家
の
家
紋
「
井
桁
に
菊
」
に
ち
な

ん
で
名
付
け
た
町
名
が
「
喜
久
井

町
」
で
す
。
自
宅
前
の
坂
は
「
夏
目

坂
」
と
命
名
さ
れ
、
今
で
も
そ
の

名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
漱
石
の
作
品
に
は
、
新

宿
で
の
生
活
や
体
験
が
刻
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。『
そ
れ
か
ら
』
の

神
楽
坂
、『
彼
岸
過
迄
』
の
矢
来
町

な
ど
、
新
宿
の
景
色
や
ゆ
か
り
の

人
物
が
頻
繁
に
登
場
し
ま
す
。

漱漱
石石
山山
房房
とと
はは

　
漱
石
は
、
晩
年
の

9年
間
を

「
漱
石
山
房
」
と
呼
ば
れ
た
早
稲

田
南
町
の
家
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
家
は
和
洋
折
衷
の
平
屋
建
て

で
、
庭
の
大
き
な
芭
蕉
の
木
や
、

洋
風
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
特
徴
的
で

し
た
。
早
稲
田
南
町
に
転
居
し
た

こ
ろ
か
ら
文
筆
業
に
専
念
し
始
め

た
漱
石
は
、
こ
の
地
で
『
三
四
郎
』

『
こ
ゝ
ろ
』『
道
草
』
な
ど
数
々
の

代
表
作
を
執
筆
し
ま
し
た
。

客
間
で
は
週

1回
木
曜
日
に
、

「
木
曜
会
」
と
呼
ば
れ
る
文
学
サ

ロ
ン
が
開
催
さ
れ
、
漱
石
を
慕
う

若
い
文
学
者
た
ち
の
集
い
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

建
物
は
昭
和

20年
（

1
9
4
5

年
）の
空
襲
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、

敷
地
の
一
部
は
区
立
漱
石
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
、
現
在
は
漱
石

山
房
の
ベ
ラ
ン
ダ
式
回
廊
の
一

部
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

特
別

区
民

税
・
都

民
税

介護保険サービス利用料の
負担軽減・助成制度

介護保険施設の居住費（滞在費）・
食費の負担を軽減

介護保険通所サービス利用時の

食費を助成

介護保険サービス利用料の
負担を軽減
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